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2９－４ 経営協議会議事概要

日  時  平成2９年９月22日（金）13:30～15:20 

委  員  駒田学長（議長）  

青木，志田，銭谷，西岡，向井，村本  

山本，鶴岡，尾西，尾藤，伊藤  各委員  

列席者  冨樫，野崎，橋本，松田，堀，吉本  各副学長  

服部監事，山中監事  

◎議事概要の確認

  ２９ -３の議事概要 (案 )について，了承された。  

Ⅰ  審議事項  

なし  

Ⅱ  報告事項  

１．平成30年度概算要求事項について  

尾藤理事から，「資料１」に基づき，平成30年度概算要求計数確認  

時のポイントについて，文部科学省から財務省への概算要求事項より， 

運営費交付金関連として，機能強化促進係数（△1.2％）による影響

額，機能強化経費（機能強化促進分），教育関係共同実施分（勢水丸），

基盤的設備等整備分，寄附金等外部資金活用促進経費，電子ジャーナ

ル整備支援分，附属病院機能強化分，設備サポートセンター要求（事

項落ち），法人運営活性化支援分，戦略的教育研究環境改善経費，国

立大学機能強化促進費，授業料等免除と年俸制導入促進費分について

の説明及び，施設整備費概算要求関連として，施設整備費のうち，本

学の要求３事業についての説明があった。  

また，席上配付資料により，文部科学省資料による「国立大学法人  

に対する支援の充実」における「人づくり」のための知の基盤の強化，  

「国立大学の機能強化を目指した先導的取組の事例（新規組織整備）」 

に本学の計画が取り上げられている旨の紹介があった。  
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２．三重大学のグローバル化戦略について   

堀副学長から，前回の経営協議会にて三重大学グローバル化戦略の  

方向性について意見交換を行い，その際に，この先１０年程度の三重  

大学のグローバル化戦略を立案中である旨の報告をしたとろであり，  

今回はその内容の報告をする旨の説明があった後「資料２，添付資料」 

に基づき，三重大学のグローバル化戦略について，戦略の立案の方法，  

数値目標の設定方法，主な戦略及び具体的な数値目標についての説明

があった。  

 

＜主な意見＞  

〇生産年齢等人口が減少し，高齢化が進むといった現象は，大学経営の  

みならず，産業界共通の大きな課題となっており，そうした環境下で  

の成長産業を目指すには，グローバル化は最重要かつ不変であると考  

えており，大学のグローバル化については，具体的には，海外の大学

との教育連携，海外キャンパス，海外拠点の設置等，三重大学として

の国際ネットワークの構築が重要であり，これらの事業を推し進める

人材の育成・確保が必要となるほか，特に，アジアにおける三重大学

の存在価値を高め，教育・研究等発信していくことが大切であると思

う。  

〇三重大学には，世界各国の学生との交流を進めると同時に，アジアで  

のリーダ－シップを発揮し，アジアからの留学生の門戸を広げ，英語  

は世界共通語であるが，同時に日本語教育にも力を入れて留学生が母  

国に帰った後の人脈ネットワークに役立たせていただきたい。  

〇アジアの急成長・中国の発展に伴い，世界からのインバウンド（訪日

外国人）来訪等，日本を取り巻く環境は，グローバル化を避けて通れ

ない。つまり，産業界は，産・学・官が連携して，日本の産業革命を

推し進める上で，グローバル化は必須であり，大学の占める役割は，

はかり知れないと考えている。  

〇グローバル化と国際化をどのように使い分けているのか。  

→インターナショナルゼーションというのは国と国との関係であったが， 

今はそういう時代ではなくて国を超えて地球規模で，ものを考えなけ

ればならなくなっており，人とかものの動きは国と国との間だけでな  

く動いているので，そういう意識を学生達に持たせるという意味でグ

ローバル化という言葉を使っている。  
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〇学部教育でも，やはりグローバル教育となった時には語学教育だけで

は不足していると思うがそのあたりを三重大学の中で，学部で縦割り

ではなく，留学する学生が基礎的なグローバル教育をやっていく考え

方として，大きくどういう内容を入れながら，どういう能力をその中

で持ってもらった人を，基礎教育の中にいれておいて，そして海外で

のインターンシップに持っていくときに研究の方に持っていくのかと

いうところが大きな全体を見ていくときに考えられるかと思うがいか

がか。  

→国際化教育の中での語学教育の位置づけ，或いは語学教育だけでは不  

十分ではないかとの指摘であると思うが，もちろんそのとおりであり，

我々もそう考えてはいるが，やはり語学を身に付けることというのは

非常に重要であることには間違いないことで，上手に流暢にしゃべる

必要は全くないが，外国語でコミュニケーションをとれる力というこ

とは極めて重要であると思う，アジアにはアジアのそれぞれの国の英

語があり，そういうものも対応できるような能力も必要であると思っ

ている，三重大学の場合，語学教育は教養教育機構で教養教育の中で

のグローバル化ということで語学教育を強化しており，まず第一歩は

そこであり，特に専門課程に進んだ後，それぞれの専門分野での専門

英語が必要になってくる。  

例えば理系３学部においてはそこで使われる専門用語を駆使できる

ような能力が求められているので学部の２年生以降にはそれぞれの部

局で専門英語教育が行われている。特に専門英語教育では語学を教え

るのではなく，専門的な知識を得るため，或いは専門的な知識を交換

するためのツールとして専門英語教育を学ぶという形でやっている。  

学問には国境が無いのでそういう形で色んな事は教えられていって

おり，国際的な活動としてどういうものがあるかという教育もされて

いると思う。そういうことを肌で感じるために外国から教員を招聘し

て，外国人の教員に授業を担当してもらい，実際に英語で授業をして

もらうなど，そういうことが必要であると考えていて，三重大学独自

の予算で外国人教員短期招聘プログラムというものも，ここ数年やっ

ているのでそういう形での教育も並行してやっている。  

 〇非常にコミュニケーション力は重要であり，それだけではなく並行し

て，能力として自分が何処に行っても自分のことが言える能力が求め

られており，自分のことは自分で出来るとか，表現できるとかといっ

た能力を，同時に学部の時のグローバル教育の中には基礎能力として
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入れていくことが重要であると考えている。  

 →コミュニケーションの力の中には意識，自身の中での動機付けといっ

た，計りづらい部分があるが，そういったところを教育することも大

学の役目であり，そのためには外国人との接点を持つということは学

内外・国内外で必要であると考えている。  

〇留学生の受入だけではなく，長期でなくとも短期も含め，多くの三重

大学の学生に海外に行ってもらうということが非常に大事であり，ア

メリカ，ヨーロッパはもちろんであるが，アジア太平洋地域の諸国に

できるだけ留学してもらい（おそらく我々が思っている以上に今のア

ジア諸国は発展している），交流を深めると非常に良いと思う。  

〇協定校等機関とあるが何大学くらいあるのか。  

→大学間と部局間との２種類があり，百十数校である。  

〇多すぎるということはないのか。  

→同規模の国立大学と比較すると，多い方だと思う，本学の規模からす

れば５０～１００の間が相当であると思うが，これは各教員の努力の

結果であることには間違いない。  

〇語学教育について現在，高校以下の学校団体で最大の課題となってい

るのが小学校の英語の問題であり，日本中の小学校が対応に苦慮して

いる。誰が教えるのか，人材の確保は，教材をどうするのか，中学校，

或いは高校への繋ぎはどうするのか，といった様々な課題がある中で，

例えば，三重大学であれば附属学校が併設されているのでそういうと

ころまで巻き込み全学をあげて，小学校から大学までの英語教育の三

重大学スタイル（モデル教育）みたいなものを考えてはどうか。  

→国際交流を担当する副学長としての回答範囲ではあるが，現時点では， 

留学生を県内の小中学校，或いは幼稚園も含めて派遣をする活動をし

ているが，実際に具体的な教育カリキュラム，教育プログラムに参画

できるかというとハードルが高いものであり，それが今後の課題でも

あると思っている。  

〇コミュニケーションの問題の中では，「英語で話す」，「自分の意見

を言う」ということは大事ではあるが，どう意見を交換するのか，デ

ィスカッションの在り方とか，そういったところは日本であまり出来

ていないと思うので，そういうことを含め三重大学でやっていければ，

三重大学モデルというところの構築に色合いが添えられるのではない

かと思うので，検討していただきたい。  
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〇大学４年間のうち２年間は教養課程であるが，その２年間を上手く活

用し，その内の１年間（半年くらいではあまり意味がない）を，語学

研修を含め，大学から奨学金を出し，留学生制度という形をとるとい

いのではないか。  

また，今は４年間で卒業し就職するというのが普通であるが，最近

の大きな会社では，より専門知識を持って就職するという，そういう

人を採用する高度な会社も増えてきており，途中入社の者でも，ある

地位に就ける（海外では普通である）といった時代になってきている

ので，そういったことも考えてみてはどうか。  

〇グローバル化が進んでいくことは良い事であると思うが，そういう中

で，外国から留学してくる人達の良識，知識力，知的レベルといった

ところで，どんどん広がった時に，問題が起こってくるようなことは

ないのかと少し心配するところである。  

→三重県の高等教育機関，大学高専も含めてネットワークを持っており，

色々な話し合いをしている中で，一部私立大学において定員割れを埋

め合わせるために，海外からの留学生を受け入れざるを得ないという

状況下で，留学生の質の問題は発生していると聞いているが，本学の

場合は，パートナーとなる海外大学はそれぞれの国の上位校であるこ

とが多く，そういうところからの信頼関係に基づいて留学生を派遣し

ていただいているので現時点ではそういう大きな問題は起きていない。 

〇人文学部・人文社会科学研究科に関しての学生は，海外の語学研修，

海外就職スタディみたいなことを実施するというのは非常によいと思

うが，所属している学生は全員が海外へ出ることが前提で考えている

のか。  

→カリキュラムとして，全員が海外へ出るというカリキュラムとはなっ

ていないと思うが，長期（１年以上）の留学に出る学生は人文学部の

学生が多く積極的である。  

〇グローバル化は絶対必要であり，たとえ短期でも経験（日本に住んだ，

大学に行った）してくることで質が違ってくる。三重県にも本田技研

をはじめとした世界のグローバル企業があるのだから，そういう企業

等を活用し，帰国した後の様々な形の交流を行う等（現地の日本企業

への就職），大学だけに考えず企業も含めて検討していってはどうか。  

〇優秀な留学生が来るといい刺激になるので留学生の数も大事であるが，

質も問いたいところである。そこで，留学生にとって三重大学に来た

ら，他の大学には無い魅力というのはなにかあるのか。  
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 →留学生の話を聞くと，それぞれの大学で優秀な順に行き先が決まり，

東京などの大都市圏を希望する学生が多いと聞くが，その中でも長期

の留学の前に，短期でも三重大学への訪問経験があって三重県の良さ

を知ったので，最初から三重大学を希望したという留学生もいるので，

まずはここに来てもらう，三重大学を知ってもらうというところから

始めることが大切であると思っている。  

〇なにかプログラムがあってそれが魅力的なものであるとクチコミも広

がるのではないか，そこにはそんなにお金をかけなくていいと思うの

で，是非スペシャルプログラムを作っていただくといいと思う。  

→例えば「忍者を学ぶために三重大学に来た」というような感じで，こ

ういう特徴のある，尖っているところがあるから「三重大学に来なさ

い」といった惹き付けるような魅力があるのが三重大学であり，プラ

ス三重県という地域のすばらしさもある。やはり三重大学にそういっ

た魅力がないといけないと思っており，大学全体の文化作りとともに

各専門分野での特色作り，惹き付ける魅力作りも併せて作っていかな

くてはいけないと考えている。  

 

３．その他  

（１）次回開催について  

   平成29年11月24日（金）13：30から開催することのほか，資  

料についてはＰＣ利用（資料のペーパーレス化）により実施するこ  

とを確認した。  

 

Ⅲ  意見交換  

１．「目指すべき人材像」の策定と「３つのポリシー」の点検について

山本理事から，「資料３」に基づき，全学で「目指すべき人材像」  

の策定及び「アドミッションポリシー」，「ディプロマポリシー」，  

「カリキュラムポリシー」の３つのポリシーの点検作業についての経  

緯，概略についての説明があった後，種々意見交換を行った。  

 

＜主な意見＞  

〇キャリア教育に7年携わってきているが，三重大学の学生は，考える

力，感じる力，コミュニケーション力，生きる力を認識している学生

が多く，他の大学と比べてここまで差があるのかと感じている。  

特に三重大学の場合は医学部で医者になって貢献したい，教育学部
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で先生になって教えたいと，学部そのもののスタートがしっかりして

いる人が多いと思うので，あまり細かくしなくても，チェックしなが

らやっていけばいいのではないかと思う。  

〇三翠ということが非常に大事なことで，伝統があるということは大事

なことであるので，こういうことがあれば，それ以上そんなに考えな

くていいのではないかと思う。  

〇大事なのは，特色ある学部があり，先生がいて，授業をするのが一番

であると思う。そうすればこのままの３つの柱で十分であると思う。  

〇この４つの力とは人間の基礎力であり，三重大学に来ると人間基礎力

が必ず身に付き，地域社会に貢献する，国際社会に貢献するという，

人材を三重大学は輩出していきますということを，少ない言葉で明確

な言葉で出していくということがいいのではないかと思う。  

〇地域社会というものを三重県とはっきりと打ち出してもいいと思うし， 

三重県への貢献であったり，大きく国際社会に貢献するということを  

はっきり明確にして，それをできるための人間基礎力を三重大学はし  

っかり身につけさせますという発信もいいのではないかと思う。  

〇こういうことを突き詰めていく時には，不易流行のような，変えなけ

ればいけないものと，変えてはいけないものを整理しないといけない

と思っており，三翠というのは歴史のすごく重要なキーワードのよう

な気がするので不易の部分であり，これが変えてはいけない部分にな

るのかもしれない，流行のところは時代によって変えていってもいい

のではないかと思う。そんな中であまりたくさんの言葉が出てくると

言葉遊びになってしまって，何のことかわからなくなってしまうので

整理が必要であるが，地域貢献という言葉も今のキーワードであり，

ここでは直接触れられてはいないが，今，社会から求められており，

しかもグローバルな視点が求められていて，クリエイティブであるこ

と，イノベーティブであることというところには必要なキーワードで

はないかと感じている。  

〇三翠というのはすごく綺麗でいいと思う。大学の歴史として掲げてお

くことは非常にいいと思う。  

昔から理想の人間像とは真・善・美を兼ね備えた人，知・徳・体が

備わっている人といわれるが，今回一番近いのは，知・情・意ではな

いかと思われる。  今まで使っている考える力は知，感じる力は  情  ，

コミュニケーション力は意であり，その3つは入っており，人間とし

て非常に理想に近いと思う。ただ，生きる力はこの３つに並べるより
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は，それらを合わせたものが生きる力であると思う。  

考える力，感じる力，コミュニケーション力をベースにしながら，

大学生として社会人の基礎力をしっかり身に付けた大学生を育てるこ

と，という意味では非常に良くできていると思う。  

〇地域（三重県）における各分野でリーダーシップを発揮する人材には，

地域に対する強い愛情を持ってもらうことが重要であるので，そのこ

とを要素に入れてはどうか。  

 

 

以上  


